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(1) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

【誌
上
文
化
財
め
ぐ
り
】

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
：

ふ

る

さ

と

の

文

化

財

よ
く
晴
れ
た
日
曜
の
朝
は
、
身
も
心
も
さ
わ

や
か
に
な
る
も
の
。
辿
く
へ
行
く
の
も
い
い
け

れ
ど
、
た
ま
に
は
家
族
そ
ろ
っ
て
石
巻
の
歴
史

を
見
て
歩
く
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

今
回
は
、
ち
ょ
っ
と
ド
ラ
イ
プ
が
て
ら
に
稲

井
地
区
の
文
化
財
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
ビ

ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
お
弁
当
を
も
っ
て
い
っ
て
み

る
の
も
ペ
タ
ー
で
す
ね
。

ま
ず
は
開
北
橋
を
目
指
し
て
車
を
走
ら
せ
て

み
ま
し
ょ
う
。
悠
々
と
流
れ
る
北
上
川
を
渡
る

と
、
住
宅
街
が
途
切
れ
て
行
い
水
田
と
緑
の

山
々
が
見
え
て
き
ま
す
。
稲
井
地
区
は
文
化
財

の
宝
叫
。
あ
ち
こ
ち
に
古
代
の
ロ
マ
ン
が
眠
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
手
始
め
は
「
南
境
貝
塚
」

0

車
は
「
ウ
マ
ッ
コ
山
」
を
左
手
に
な
が
め
な
が

ら
飯
野
川
方
面
へ
と
進
ん
で
行
き
ま
す
。
小
商

い
馬
の
背
状
の
上
り
坂
に
さ
し
か
か
る
と
、
そ

の
頂
上
が
河
北
町
と
の
境
界
線
。
そ
し
て
そ
の

一
帯
が
南
境
貝
塚
で
す
。

①
南

境

貝

塚

縄
文
時
代
の
貝
坂
で
、
縄
文
時
代
の
各
時

期
を
判
別
す
る
目
安
と
な
る
土
器
型
式
「
南

境
式
土
器
」
の
出
土
し
た
貝
塚
で
す
。
土
器
の

他
に
も
石
器
、
骨
角
器
、
縄
文
人
の
人
骨
が

発
見
さ
れ
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
昭
和
四
十
六
年

の
開
田
工
事
の
為
大
部
分
消
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
は
田
の
中
に
若
干
の
土
器
片
を

車
を
も
う
一
度
石
巻
へ
向
け
ま
し
ょ
う
。
ニ

百
訂
程
走
る
と
、
金
沢
部
落
へ
と
入
っ
て
い
く

三
叉
路
が
左
に
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
見
え

る
杉
林
が
「
南
境
館
跡
」
。
登
り
口
に
標
柱
が

建
っ
て
い
ま
す
。
高
い
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

車
を
降
り
て
益
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▶
南

②
南

境

館

跡

9
テ

「
館
」
と
は
、
中
世
の
萩
族
の
屋
敷
、
あ

る
い
は
戦
訓
時
の
防
御
施
設
で
す
。
敵
が
攻

め
に
く
い
よ
う
に
「
空
堀

（か
ら
ぼ
り
）
」

を
堀
っ
た
り
、
「
土
塁
（
ど
る

い）」

と
い
う

土
手
状
の
土
盛
り
を
築
い
て

い
る
こ
と
が
多

く
、
山
頂
部
は
平
ら
に
整
地
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
南
境
館
跡
は
、
葛
西
氏
の
家
臣
、

大

瓜
玄
蕃
が
造
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

少
し
疲
れ
ま
し
た
か
？
ま
だ
大
丈
夫
。
さ
あ

単
は
更
に
稲
井
の
奥
へ
進
ん
で
行
き
ま
す
。
盆

園
へ
の
登
り
坂
を
益
っ
て
ゆ
く
と
、
龍
洞
院
の

大
き
な
山
門
が
見
え
て
き
ま
す
。

③
坊
澤
山
龍
洞
院

開
山
は
硲
西
氏
第
十
五
代
睛
胤
の
叔
父
で

あ
る
文
抒
和
尚
で
、
そ
の
関
係
か
ら
、
こ
こ

に
は
葛
西
清
重
が
京
都
か
ら
持
ち
廂
っ
た
と

い
う
延
命
地
蔵
腺
像
や
、
葛
西
家
か
ら
贈
ら

れ
た
と
い
う
市
指
定
文
化
財
の
「
硲
西
椀
」

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
は
大
瓜
部
落
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。
追

の
左
側
に
古
い
石
碑
が
沢
山
建
っ
て
い
る
の
が

見
え
ま
す
ね
。
何
で
し
ょ
う
。

④
寺
崎
板
碑
群

板
碑
（
い
た
び
）
と
は
、
中
世
の
石
で
で

き
た
卒
塔
婆
（
そ
と
う
ば
）
で
、
中
世
の
状

況
を
知
る
為
の
投
重
な
打
料
で
す
。

◀
寺
崎
板
碑
群



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (2) 

右
に
田
薗
風
娯
、
左
に
緑
の
山
、
の
ど
か
な

尿
色
に
囲
ま
れ
て
、
思
わ
ず
深
呼
吸
を
ひ
と
つ
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
目
の
前
に
田
ん
ぼ
に

突
き
で
た
小
高
い
山
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
「
紫
の
巣
館
跡
」
で
す
。

⑤
鷲
の
巣
館
跡

石
巻
市
内
最
大
の
館
跡
で
す
が
、
こ
こ
は

館
と
い
う
よ
り
、
「
城
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
本
格
的
な
縄
張
り
（
城
の
地
割
り
、
構

造
の
こ
と
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。

山
頂
部
に
本
丸
、
そ
し
て
束
に
向
か
っ
て

二
の
九
、
三
の
丸
が
築
か
れ
、
土
晶
や
空
堀

◀
鷲
の
巣
館
跡

が
形
良
く
配
骰
さ
れ
て
お
り
、
東
側
斜
而
に

は
、
通
路
状
の
大
き
な
土
梨
が
遠
く
か
ら
で

も
は
っ
き
り
と
見
え
ま
す
。

館
王
は
、
平
小
三
郎
と
地
元
で
は
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

笠
の
巣
館
跡
を
迂
回
す
る
道
を
高
木
方
面
へ

と
走
っ
て
い
く
と
、
や
が
て
人
家
の
な
い
所
に

出
ま
す
。
翌
の
巣
館
跡
と
同
じ
丘
陵
に
あ
る
「
高

木
古
館
」
が
左
手
の
山
の
上
に
あ
り
ま
す
。

⑥
高

木

古

館

麻
木
四
郎
右
衛
門
と
い
う
人
の
居
館
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
に
は
本
丸
と
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
段
郭
（
斜
而
を
削
っ
て
階
段

状
に
し
た
所
）
、
土
批
、
空
堀
が
殆
ん
ど
完

全
に
残
っ
て
い
ま
す
。
束
と
西
に
急
斜
而
が

あ
り
、

こ
の
地
方
で
も
有
数
の
要
害
堅
固
な

館
と
言
え
ま
す
。

裔
木
西
の
バ
ス
停
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
部
落
内

に
入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
沢
沿
い
に
山
に
向
っ

て
登
っ
て
ゆ
く
と
、
小
さ
な
観
音
益
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に
沢
山
の
板
碑
が
あ
り
ま
す
。

⑦
観
音
堂
板
碑
群

石
巻
地
方
に
は
稲
井
石
で
で
き
た
板
碑
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
観
音
堂
に
は
約
百

基
の
板
碑
が
あ
り
、
石
呑
市
内
で
も
最
大
規

校
の
板
碑
詳
で
す
。
中
に
は
、
市
内
で
初
め

て
見
つ
か
っ
た
図
像
板
碑
（
地
蔵
の
図
）
や
、

三
本
足
の
カ
ラ
ス
と
ウ
サ
ギ
の
図
と
い
う
‘

奇
妙
な
板
碑
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
地
蔵
板
碑
や
三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
碑

は
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？
次
は
尚
木
東
部
へ
と

足
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。
ャfUJ
木
部
落
の
一
番
束

側
に
さ
し
か
か
る
と
、
左
手
の
窃
台
に
大
き
な

イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
二
本
、
就
々
と
そ
び
え
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
市
の
指
定
天
然
記
念
物
、

吉
祥
寺
の
大
イ
チ

ョ
ウ
（
⑧
)
で
、
市
内
最
大

級
の
大
木
で
す
。

車
は
稲
井
の
最
奥
部
水
沼
部
落
に
入
り
ま
す
。

こ
こ
は
中
世
の
逍
跡
の
宝
囲
で
、
水
沼
館
跡
、

安
楽
寺
跡
と
板
碑
群
、
水
沼
窯
跡
な
ど
が
集
中

し
て
い
ま
す
。

稟

沼

館

跡

中
世
こ
の
地
を
支
配
し
た
水
沼
上
野
の
居

館
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
沼
館
跡
は
、

峠
を
越
え
て
針
岡
ま
で
抜
け
る
追
の
基
点
に

あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
は
交
通
、
耶

⑩
安
楽
寺
跡
と
板
碑
群

安
楽
寺
は
、
水
沼
部
落
を
束
西
に
分
け
る

よ
う
に
伸
ぴ
る
細
長
い
丘
の
基
部
に
あ
っ
た

中
世
の
寺
院
跡
で
、
板
碑
や

一
字
一
石
経
（
石

に

一
字
づ
つ
経
文
を
牲
い
た
も
の
）
が
発
見

さ
れ
て
い
て
、
近
く
の
水
沼
館
跡
と
の
関
連

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑪
水

沼

窯

跡

安
楽
寺
の
北
束
に
見
え
る
赤
土
の
粒
面
に
、

陶
器
の
惑
が
七
基
程
発
見
さ
れ
、
こ
こ
か
ら

渥
美
半
島
（
愛
知
県
〉
の
特
産
と
さ
れ
て
い

た
中
阻
の
「
袈
裟
拇
文
（
け
さ
だ
す
き
も
ん
）
」

の
土
器
が
発
見
さ
れ
、
全
国
の
注
目
を
躯
め

ま
し
た
。

車
は
而
か
な
山
合
を
抜
け
、
左
手
に
稲
井
平

野
を
望
み
な
が
ら
其
野
地
区
へ
と
進
ん
で
行
き

ま
す
。
こ
こ
に
は
、
有
名
な
十
一
面
観
音
像
の

あ
る
長
谷
寺
が
あ
り
、
萱
原
伝
説
や
義
経
伝
説

な
ど
、
い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
が
香
る
所
で
す
。

⑫
舎
那
山
長
谷
寺
と
観
音
堂

藤
原
秀
衡
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
寺
と
伝

え
ら
れ
、

こ
の
地
方
随
一
の
古
刹
で
す
。
特

に
観
音
滋
に
は
十

一
而
観
音
像
が
安
骰
さ
れ

て
お
り
、
源
義
経
出
陣
の
時
必
勝
祈
願
を
し

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
投
経
が
兜
を
か
け
た

「
か
ぶ
と
か
け
松
」
と
い
う
名
木
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
枯
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

事
の
要
と
な
る
重
要
な
館
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。



(3) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

⑬
萱
原
伝
説
地

山
門
の
前
の
池
に
沢
山
の
臨
が
生
え
て
い

ま
す
が
、

こ
れ
が
「
片
葉
の
森
」
と
い
わ
れ
、

古
く
か
ら
、

r
都
を
硲
っ
て
そ
の
方
向
に
ば
か

り
葉
を
つ
け
る
』
と
、
歌
枕
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

露
わ
け
む
秋
の
朝
気
は
遠
か
ら
で

都
は
幾
日
ま
の
の
か
や
は
ら

藤

原

定

家

長
谷
寺
の
あ
る
日
向
地
区
の
対
岸
に
見
え
る

の
は
小
屋
館
跡

（⑭
）
で
、
葛
西
消
狙
が
石
巻

に
入
る
前
に
仮
に
住
ん
だ
館
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
後
に
し
て
、
車
は
一
路
沼
津

へ
と
進
み
ま
す
。

.... m子坂館fl}(中央最I頁部に本丸が築かれている。）

沼
津
部
落
の
真
中
に
横
た
わ
る
細
長
い
山
、

鶴
が
首
を
伸
ば
し
た
よ
う
な
形
に
見
え
ま
す
。

こ
の
山
全
体
が
「
鶴
子
坂
館
跡
」
（
⑮
）
で
、
源

義
家
が
安
倍
貞
任
と
戦
う
為
に
造
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
東
端
に
あ
る
畑
一
帯
が
、
国

指
定
史
跡
「
沼
津
貝
塚
」
で
す
。

⑯
沼

津

貝

塚

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
大
貝
塚
で
、
狸

角
製
漁
具
の
出
土
で
有
名
で
す
。
多
く
の
学

者
や
研
究
者
が
こ
こ
を
訪
れ
、
幾
つ
も
の
論

文
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
考
古
学
研
究
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た

の
で
す
。

現
在
も
、
畑
に
は
沢
山
の
貝
殻
が
ち
ら
ば

石
巻
市
教
脊
委
貝
会

)

社
会
教
育
課
文
化
係

（
案
内
役

り
、
そ
れ
と

一
緒
に
縄
文
土
器
の
か
け
ら
ゃ

運
の
良
い
時
に
は
石
鏃
な
ど
も
見
つ
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
夕
間
も
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
土
器

の
か
け
ら
は
見
つ
か
り
ま
し
た
か
。
そ
ろ
そ
ろ

家
路
を
急
ぎ
ま
し
ょ
う
か
…
・:
0

い
か
が
で
し
た
か
、
今
回
の
「
誌
上
文
化
財

め
ぐ
り
」
。
今
回
ご
案
内
し
た
文
化
財
は
ほ
ん

の
一
部
で
、
こ
の
他
に
も
色
々
な
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
次
は
も
っ
と
身
近
な
、
も
っ
と

充
実
し
た
内
容
で
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ 沼津貝塚 （畑地一帯に遺物が散布している。）



万 石 漁

①
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⑨
水
沼
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⑩
安
楽
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と
板
碑
群

⑪
水
沼
窯
跡

⑫
長
谷
寺
観
音
堂

⑬
真
野
萱
原
伝
説
地

⑭
小
屋
館
跡

⑬
鶴
子
坂
館
跡

⑯
沼
津
貝
塚



(7) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

石
巷
市
内
に
は
、
全
国
的
に
も
有
名
な
「
国

指
定
史
跡

・
沼
津
貝
塚
」
な
ど
｀
学
術
的
に
伐

犯
な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
中
で
も
韮

要
な
も
の
が
「
指
定
文
化
財
」
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

石
巻
市
内
の
指
定
文
化
財
に
は
、
国
指
定
の

文
化
財
が
二
件
、
県
指
定
の
文
化
財
が
二
件
、

市
指
定
の
文
化
財
が
十
六
件
と
、
あ
わ
せ
て
ニ

十
件
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
指
定
文
化
財
は
、
い
っ
た
い
ど
ん

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
次
に
、
そ
の
簡
単
な
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
C

▼
重
要
文
化
財
「
岩
版
」
（
所
有
者
1
1
毛
利
伸

氏
•
住
吉
町
一
時
代
＝
縄
文
時
代
所
在

地
II
住
吉
町
一
）

岩
版
と
は
、
岩
石
に
彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
て
作

ら
れ
た
板
状
、
あ
る
い
は
扁
ぺ
い
な
陪
円
形
の

も
の
で
す
。
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て

使
わ
れ
た
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
護
符、

つ
ま
り
「
お
守
り
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
昭
和

36年
2
月
指
定
）

▼
史
跡

「
沼
津
貝
塚
」
（
所
有
者
1
1
浅
野
繁
雄

氏

外

十

一

名

時

代
1
1
縄
文

l
弥
生
時
代

所
在
地
II
沼
津
字
出
外
）

稲
井
中
学
校
の
前
の
県
道
を
真
直
ぐ
金
山
方

《
国
指
定
の
文
化
財
》

面
へ
進
ん
で
行
く
と
、
間
も
な
く
鶴
が
首
を
伸

ば
し
て
横
た
わ
っ
た
形
の
山
が
右
手
に
見
え
て

き
ま
す
。
こ
の
山
の
基
部
に
広
が
る
タ
パ
コ
畑

が
、
有
名
な
「
沼
津
貝
塚
」
で
す
。

沼
津
貝
塚
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、

遠
蔽
源
七
、
毛
利
総
七
郎
両
氏
に
よ
っ
て
発
堀

さ
れ
ま
し
た
。
出
土
し
た
遺
物
に
は
沢
山
の
土

器
や
石
器
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
凡
H
角
製
（
鹿

の
角
や
、
動
物
の
骨
で
作
ら
れ
た
も
の
）
の
釣

針
や
鈷
な
ど
の
漁
具
類
が
、
他
に
例
の
な
い
ほ

ど
多
旅
に
出
土
し
た
こ
と
と
、
そ
の
擾
秀
さ
で

有
名
に
な
り
、
昭
和
47
年
10
月
に
国
史
跡
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
も
、
多
く
の
学
生
や
研
究
者
が
沼
津
貝

塚
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
？

わ
が

ま
ち

〇
指
定
文
化
財
II
エ

▼ 沼津貝塚出土骨角器（毛利伸氏所有）

▲ 重要文化財「岩版」

T; 召津貝塚全俣
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▲牡 鹿 法 印 神 楽

▼
平
塚
ツ
ナ
家
文
密

（

所

有

者
11
石
巻
市
時
代
11
近
世

所
在
地
11
石
巻
市
教
育
委
員

会
）

江
戸
時
代
天
保
の
頃
を
中
心

に
活
趾
し
た
奈
商
平
塚
八
太
夫

▼ 烏屋神社奉納絵馬 r奥州石ノ巻図」

▼
牡
鹿
法
印
神
楽

湊
字
牧
山
）

神
楽
（
か
ぐ
ら
）
は
、
神
座
遊
（
か
み
く
ら

あ
そ
び
）
の
略
で
、
神
座
の
音
楽
の
意
味
で
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

牡
鹿
法
印
神
楽
は
、
沼
津
地
区
の
有
志
に

よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
た
め
、
一
船
に
は
沼

津
の
法
印
神
楽
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
舞
楽
様
式

や
舞
台
装
骰
な
ど
、
独
特
の
郷
土
色
を
伝
え
て

い
ま
す
。
（
昭
和
46
年
3
月
指
定
）

▼
仁
斗
田
貝
塚

（
所
有
者
11
阿
部
久
氏
他
八

名

時

代

11
縄
文
時
代
所
在
地
11
田
代
浜

仁
斗
田
字
内
山
）

船
が
田
代
島
の
仁
斗
田
港
に
入
る
と
、
右
手

の
崖
の
上
に
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す。

こ
こ
が

（
代
表
者
11
桜
谷
守
雄
氏

《
県
指
定
の
文
化
財
》

《市
指
定
の
文
化
財
》

仁
斗
田
貝
塚
で
す
。

宮
城
県
内
に
あ
る
貝
塚
は
、
ア
サ
リ
、
ハ
マ

グ
リ
、
シ
ジ
ミ
と
い
っ
た
砂
浜
に
生
息
す
る
貝

が
多
い
の
で
す
が
、

こ
の
仁
斗
田
貝
塚
の
貝
は

カ
キ

・
レ
イ
シ
等
の
岩
場
に
生
息
す
る
貝
が
多

く
、
県
内
で
も
珍
し
い
貝
塚
で
、
こ
の
よ
う
な

貝
塚
を
「
岩
礁
性
貝
塚
」
と
呼
ぴ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
縄
文
土
器
や
石
器
‘
骨
角
器

（
動
物
の
竹
や
角
で
作
っ
た
道
具
）
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
（
昭
和
50
年
4
月
指
定
）

▼
多
福
院
板
碑
群

（所
有
者
11
三
綸
宗
穎
氏

吉
野
町

一

時
代
1
1
中
世
所
在
地
II
吉
野

町
一
）

板
碑
と
は
、
主
に
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代

に
か
け
て
造
ら
れ
た
石
製
の
卒
塔
婆
で
す
。
古

文
料
が
残
っ
て
い
な
い
中
世
の

状
況
を
知
る
た
め
の
、
ひ
と
つ

の
手
掛
り
と
し
て
投
重
な
も
の

で
す
。

こ
の
板
碑
の
中
に
は
、
中
世

石
巻
地
方
を
支
配
し
た
葛
西
氏

の
う
ち
、
第
七
代
葛
西
良
消
（
法

名
蓮
阿
）
第
八
代
葛
西
満
良
（
法

名
蓮
昇
）
の
板
碑
も
見
ら
れ
ま

す
。（
昭
和
50
年
6
月
指
定
）

の
関
係
文
牲
で
す
。
都
末
に
お
け
る
海
運
史
の

解
明
、
近
世
・
近
代
に
か
け
て
の
商
業
介
本
の

形
勢
を
理
解
す
る
う
え
で
箕
狙
な
も
の
で
す
。

こ
の
打
科
は
、
昭
和
61
年
7
月
に

9

、
所
有
者

の
平
塚
ツ
ナ
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
、
石
巻
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。（
昭
和
五
十

一
年
六
月

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
指
定
）

▼
烏
屋
神
社
奉
納
絵
馬
「
奥
州
石
ノ
巻
図
」

（所
有
者
11
桜
谷
隆
氏
時
代
11
近

世

所

在
地
1
1
羽
集
町

一
）

文
化
二
年
（

一
八
0
五
）
、
石
巻
村
中
町
の

総
若
衆
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
黒

地
に
金

•

銀
•

朱
を
使
い
蒔
絵
（
ま
き
え
）
風

に
描
か
れ
た
近
世
石
巻
の
肖
像
で
、
そ
の
当
時

の
石
巻
の
繁
栄
ぷ
り
が
偲
ば
れ
ま
す
。

作
者
は
会
津
の
蒔
絵
師
長
谷
三
吉
衛
門
義
一

で
、
そ
の
作
風
•
技
術
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

（昭
和
五
十
三
年
八
月
指
定
）

▼
旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

（
所
有
者
11

石
巻
市
時
代
11
近
代
所
在
地
11
中
瀬
公

園
内
）

明
治
十
三
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
の
木
造
教
会
と
し
て
は
日
本
最
古
、

ま
た
教
会
建
築
と
し
て
も
、
大
浦
天
守
堂
に
次

ぐ
古
さ
で
す
。

内
部
は
、
一
階
が
集
会
所
、
二
階
が
型
所
と
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▼
彫
刻
「
潮
音
」

（
所
有
者
11
石
巻
市

在
地
11
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
）

石
巻
市
出
身
の
天
才
彫
刻
家
高
橋
英
吉
氏
の

代
表
作
と
も
い
う
べ
き
「
海
を
主
題
と
す
る
三

部
作
」
の
う
ち
、
二
番
目
に
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、
昭
和
十
四
年
の
文
展
特
選
に
選
ば
れ
た
作 -r 

,:i:: 

品
で
す
。

英
吉
氏
は
、
戦
時
色
濃
い
中
で
も
芸
術
活
動

を
続
け
、
天
才
彫
刻
家
と
し
て
そ
の
名
声
を
甜

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
年
に
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
島
で
戦
死
。
三
十
ー
オ
の
若
さ
で
し
た
。

（
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
指
定
）

▼
吉
祥
寺
の
大
イ
チ
ョ
ウ

（
所
有
者
1
1
高
木

吉
祥
寺

•

一
方
井
文
章
氏
）

秋
、
高
木
経
由
水
沼
行
き
の
パ
ス
が
「
窃
木

束
」
の
パ
ス
停
に
止
ま
る
と
、
黄
色
に
染
ま
っ

た
二
本
の
大
木
が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

二
本
の
大
木
が
指
定
文
化
財
の
大
イ
チ
ョ
ウ
で

す
。
と
も
に
雌
株
で
、
北
側
の
木
は
高
さ
約
ニ

十
二
2

ぃ
‘
根
回
り
約
九
ば
、
南
側
は
そ
れ
ぞ
れ

約
二
十
八
ぃ5
、
約
七
2

い
あ
り
、
市
内
を
代
表
す

る
大
木
で
、
地
元
で
は
「
高
木
」
の
名
の
由
来

に
な
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲旧石巻ハリストス正教会教会堂

▼志橋英吉作 「潮音」

▼
葛
西
椀

（

所

有

者
11
坊
澤
敏
和
氏

11
中
世

所

在

地
11
大
瓜
字
棚
橋
）

こ
の
葛
西
椀
は
、

一
般
的
に
言
わ
れ
る
秀
衡

椀
の
一
種
で
す
。
三
犯
入
子
の
椀
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
十
二
弁
の
菊
‘
洲
浜
、
源
氏
裳
な
ど
の
段

様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

龍
洞
院
を
開
い
た
文
券
和
尚
は
、
葛
西
氏
第

十
五
代
昭
胤
の
叔
父
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
紹

西
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の

時
期

▼
龍
泉
院
の
大
イ
チ
ョ
ウ

（
所
有
者
11
他
泉

院

・
泉
孝
夫
氏
所
在
地
II
水
沼
字
天
似
）

秋
も
終
り
に
近
づ
い
た
あ
る
日
、
静
か
な
龍

泉
院
の
境
内
を
訪
れ
る
と
、
山
門
か
ら
本
堂
ま

で
び
っ

し
り
と
埋
め
尽
す
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
の

ジ
ュ
ウ
タ
ン
が
私
達
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
高
さ
的
二
十
二
2

只

根
回

り
約
七

・
ニ
い
で、

吉
祥
寺
の
大
イ
チ
ョ
ウ
と

並
ん
で
石
巻
市
内
有
数
の
大
木
で
す
。（
昭
和

五
十
五
年
十
二
月
指
定
）

制
作
年
代
も
室
町
時
代
末
期
か
ら
桃
山
時
代
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
昭
和
五
十
六
年
五
月

指
定
）

▼
彫
刻
「
黒
潮
閑
日
」

（

所

有

者
11
石
巻
魚

柑
工
業
・
松
並
一
所
在
地
11
石
巻
文
化
セ

ン
タ
ー
）

先
に
紹
介
し
た

「
潮
音
」

と
同
じ
高
橋
英
吉

氏
の
作
品
で
、
「
海
を
主
題
と
す
る
三
部
作」

の
う
ち
、

一
番
最
初
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
す
。

昭
和
十
三
年
文
展
に
入
選
し
、
「
天
才
彫
刻
家

出
現
！
」
と
、
当
時
の
美
術
界
を
騒
が
せ
ま
し

.r
o
 

t
 の

ど
か
な
海
の
男
の
休
日
が
、
私
達
を
安
ら

か
な
心
に
し
て
く
れ
ま
す
。
（
昭
和
五
十
六
年

五
月
指
定
）

て
渡
波
獅
子
風
流

（代
表
者
11
千
田
翡
）

正
月
に
な
る
と
、
渡
波
の
町
中
に
お
噺
が
郡

き
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
が
渡
波
獅
子
風
流
で
す
。
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鎌
倉
時
代
に
根
岸
部
落
を
中
心
に
発
祥
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
め
は
氏
神
の
祭
典

に
奉
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
や
が
て
松
の
内

に
各
戸
を
訪
れ
て
そ
の
家
の
安
全
、
繁
栄
を
祈

願
す
る
行

Iliに
な
り
ま
し
た
。

今
、
子
ど
も
会
、

f
H
年
団
、
保
存
会
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
昭
和
五

十
六
年
十
二
月
指
定
）

▼
彫
刻
「
漁
夫
像
」

（
所
有
者
1
1

石
巻
市

所
在
地
1
1
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
）

高
橋
英
吉
氏
の
「
海
を
主
題
と
す
る
三
部
作
」

の
う
ち
、
一
番
最
後
の
作
品
で
す
。

漁
具
を
手
に
し
た
若
い
漁
師
の
利
々
し
い
姿

が
、
見
る
者
に
さ
わ
や
か
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
指
定
さ
れ
た
牧
山
の
宝
筐
印

塔
他
四
件
の
石
巻
市
指
定
文
化
財
に
つ
き
ま
し

て
は
、
文
化
財
だ
よ
り
第
十
六
号
を
ご
笈
く
だ

さ
い
。

紹
介
し
ま
し
た
指
定
文
化
財
は
、
す
べ
て
先

人
が
逍
し
て
く
れ
た
大
切
な
私
逹
の
財
産
で
す
。

い
ま
生
き
る
私
達
の
手
で
大
切
に
し
て
、
後
世

に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

乞 i芦
▲葛 西 椀

※
お

願

い

紹
介
い
た
し
ま
し
た
文
化
財
は
、
所
有

者
の
皆
さ
ん
の
ご
好
意
と
努
力
に
よ
っ
て

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
す
る

，;`,．
．，'．, 

▼志橋英吉作「漁夫像」 ▼高橋英吉作 「黒潮閑日」

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
所
有
者
の
都
合
で
見
学
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

．`ー、．尽信
i
k
ー".L"

裕
判
悲
翡

．． 

羽
'... 

-l
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寺
中

寺
内

几
山

小
駄
田

※
調

査

員

佐
藤
雄
一
（
宮
城
県
石
巻
邸
等
学
校
）

※
補
助
調
査
員

今

村

礼

身

阿

部

侶

子

佐

藤

兵

由

美

及

川

顛

子

（
石
巻
市
立
女
子
商
業
邸
等
学
校
）

調
査
区
域
の
概
要

本
年
度
の
調
査
地
域
で
あ
る
水
沼
地
区
は
石

巻
市
の
北
部
に
位
置
し
、
稲
井
地
区
を
南
流
す

る
真
野
川
の
上
流
で
、
椋
窃
四
六
七
2

い
の
上
品

山
を
北
端
と
し
て
、
桃
生
郡
河
北
町
と
隣
接
し
、

束
側
は
牡
鹿
郡
女
川
町
と
接
す
る
。
集
落
の
南

側
は
水
田
地
幣
に
な
っ
て
い
る
。
板
碑
は
東
光

山
安
楽
寺
跡
と
伝
え
る
寺
内
を
中
心
に
骰
在
し

て
い
る
。
ま
た
北
部
斜
而
に
は
平
安
末
期
と
推

定
さ
れ
る
窯
跡
が
確
認
さ
れ
中
世
期
文
化
と
の

か
か
わ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。

水
沼
地
区
の
中
世
の
状
況
を
示
す
史
科
は
見

当
ら
な
い
が
、
江
戸
期
の
「
安
永
風
土
記
牲
上
」

に
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

束
沢

西
沢

牡
鹿
郡
水
沼
村
小
名

高
七
拾
三
虹
百
三
十
六
文

内
廿
打
七
百
三
十
四
文
新
田

田
代
六
十
三
四
五
百
八
十
五
文

ーヽ

内
廿
買
九
十
六
文
新
田

-
A
-

九

rt五
百
五
十
一
二
文

内

六

百

三

十

文

新

田

八
貫
六
百
九
文
茶
畑

（
中
略
）

百

三

人

内

寺

壱

ヶ

寺

七
百
七
拾
人
内
男
三
百
九
十
三
人

女
三
百
七
十
七
人

-
、

馬

数

百

三
疋

お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
寺
壱
ヶ

寺
と
は
亀
山
地
区
に
あ
る
屯
向
山
竜
泉
院
の
こ

と
で
現
存
し
て
い
る
。
板
碑
と
の
か
か
わ
り
で

は
、
佛
閣
の
部
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
上
略
）

一
、
阿
弥
陀

棠

但
御
口
窃
□
口
□
緑
起
無
御
座
此
所
者
東

光
山
安
楽
寺
と
申
寺
場

．而
弘
安
前
後
石
塔

板
多
外
得
ハ
右
寺
楊
合
西
を
寺
内
束
を
寺
中

と
申
在
家
御
座
外

と
あ
り
、
ま
た
「
名
石
」
の
部
に

一
長
石但

弁
脱
殿
礫
石
と
申
伝
杯

一
腰
掛
石

但
弁
吸
殿
□
口
腰
掛
石
と
申
伝
外

一
石
塔
長
九
尺

横
三
尺

匝
さ
六
寸

但
安
楽
寺
阿
弥
佗
盛
後
御
座
外
弁
脱
殿

石
塔
と
申
伝
文
字
見
分
無
御
座
外

ー、―‘

人人
数頭

※
調

査

期

間

昭
和
六
十
一
年
七
月
十
九
日

ー
ニ
十
四
日

畑
代

稲
井
水
沼
地
区
の
板
碑
分
布
調
査

昭
和
六
十

一
年

度

文

化

財

調
査
報
告
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と
あ
る
。
更
に
中
世
期
と
の
か
か
わ
り
の
あ

る
記
述
と
し
て
、

一
古
館
高
弐
拾
四
間

横
三
十
六
間

長
六
十
六
間

但
水
沼
上
野
殿
居
城
之
由
申
伝
胚

安
永
風
土
記
掛
上
の
以
上
の
よ
う
な
記
述
か

ら
考
察
し
て
も
往
古
の
水
沼
地
区
は
中
世
期
の

歴
史
と
重
要
な
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

a
、
板
碑
造
立
地
区

水
沼
地
区
は
江
戸
期
の
旧
水
沼
村
で
あ
り
、

石
巻
市
の
北
端
に
位
俯
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
水
沼
地
区
に
は
式
内
社
と
伝
え
ら
れ
る
伊

去
波
夜
和
気
命
神
社
が
あ
り
、
深
山
権
現
と
し

て
地
区
住
民
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
さ
ら
に

神
社
参
道
の
右
手
に
は
文
珠
院
不
動
堂
が
現
存

し
、
嘉
元
三
年
(
-
三

0
五
）
の
碑
が
あ
り
、

水
沼
地
区
の
生
活
圏
の
広
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。

水
沼
地
区
は
西
か
ら
小
多
田
、
平
畑
、
館
下
、

中
入
畑
、
寺
内
、
化
山
の
躯
落
が
上
品
山
の
施

に
扇
状
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
巣
落
の
南
側
は

全
面
が
水
田
で
あ
る
。

こ
れ
ら
六
つ
の
集
落
の
う
ち
板
碑
造
立
が
確

認
さ
れ
て
い
な
い
の
は
中
入
畑
だ
け
で
あ
り
、

そ
の
他
の
五
つ
の
集
落
に
は
、
数
の
ば
ら
つ
き

は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
板
碑
が
造

立
さ
れ
て
い
る
°

こ
れ
ら
板
碑
の
造
立
さ
れ
て
い
る
五
つ
の
地

区
で
、
数
拭
的
に
も
内
容
的
に
も
、
水
沼
の
板

碑
造
立
の
中
心
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、
東
光
山

安
楽
寺
跡
と
思
わ
れ
る
館
下
地
区
の
板
碑
群
で

2 ヽ

板
碑
造
立
の
概
要

あ
る
。

現
在
こ
こ
の
板
碑
群
は
安
楽
寺
跡
の
束
端
と

推
定
さ
れ
る
道
路
脇
に
移
動
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
か
ら
少
し
北
寄
り
の
水
田
の
中
に
一
部
で

は
あ
る
が
原
位
骰
を
保
つ
状
況
で
保
存
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
束
光
山
安
楽
寺
と
か
か
わ
り
あ
い

を
も
つ
と
思
わ
れ
る
板
碑
群
は
紀
年
銘
の
明
確

な
も
の
を
中
心
に
し
て
考
察
す
れ
ば
弘
安
六
年

(
―
二
八
三
）
を
上
限
と
し
、
永
享
三
年
（

一

四
三

一
）
を
下
限
と
し
た
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
最
大
の
大
き
さ
は
正
和
元
年
（
一

三
―

=
-）

の
ア
（
胎
蔵
界
大
日
）
を
種
子
に
し
た
大
製
の

も
の
で
あ
る
。
石
巻
地
域
に
お
け
る
鎌
倉
期
の

板
碑
は
大
型
で
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て

小
型
化
し
て
い
く
と
い
う
傾
向
は
水
沼
地
区
で

も
同
じ
よ
う
に
観
察
さ
れ
た
。
東
光
山
安
楽
寺

跡
の
後
背
地
に
は
水
沼
上
野
の
居
館
跡
と
伝
え

ら
れ
る
比
較
的
整
っ
た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い

る
水
沼
館
跡
が
あ
る
こ
と
も
板
碑
と
の
か
か
わ

り
で
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

中
世
館
跡
と
の
か
か
わ
り
で
板
碑
を
考
察
す

る
と
す
れ
ば
小
多
田
地
区
に
あ
る
水
沼
古
館
跡

と
伝
え
ら
れ
る
西
斜
面
で
確
認
さ
れ
た
貞
和
四

年

(
-
三
四
八
南
北
朝
）
の
大
型
板
碑
も
注
意

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
南

北
朝
期
に
人
っ
て
も
2
2い
を
超
す
大
型
板
碑
が

造
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
こ
の
板
碑
は
ほ
ぽ

原
位
爵
を
保
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

b
、
板
碑
造
立
数
に
つ
い
て

水
沼
地
区
の
板
碑
に
つ
い
て
は
、
風
土
記
柑

上
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
r
(
前
略
）
束
光
山
安

楽
寺
と
申
寺
場
．．
 而

弘
安
前
後
石
塔
板
多
外
得

'」

云
々
と
あ
り
、
ま
た

「
名
石
」

の
部
に

r
弁

疫
殿
礫
石
』
と
か

r
弁
殷
殿
□
□
腰
掛
石
』
あ

表(1)水沼地区の板碑造立状況

時代 虚
平 寺 館 ((!_ ムロ

畑 内 下 ill 計

鎌介 J l 5 7 

南北朝 2 6 8 

室 町 2 2 2 l 7 

不 明 2 ， 2 13 

合計 7 1 2 22 3 35 

る
い
は

r
石
塔
長
二
尺
横
三
尺
、
原
六
寸
」

と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
古
碑
の
全
容

は
ま
っ
た
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
宮
城
県
の

板
碑
を
ま
と
め
た
宮
城
県
史
⑬
金
石
篇
に
は
一

基
も
集
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
稲
井
町
史
に
は
水

沼
地
区
と
し
て
媒
志
三
年
（
就
元
で
あ
ろ
う
）※地区名については同土地理発行1/25-の地形

図記載のものをもとにしている。

文
珠
院
、
応
長
元
年
七
月
日
、
外
十
数
基
あ
り

と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
板
碑
総
数
は
断

碑
も
含
め
て
三
十
五
基
で
あ
る
。
最
も
多
い
地

区
は
束
光
山
安
楽
寺
を
中
心
と
し
た
館
下
地
区

で
62
％
の
二
十
二
基
が
確
認
さ
れ
た
。
次
い
で

多
か
っ
た
の
は
小
多
田
地
区
の
七
基
で
あ
っ
た

が、

こ
れ
は
観
音
堂
、
水
沼
古
館
跡
の
大
型
板

碑
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
小
多
田
地
区
の
考
察

に
は
重
要
な
手
掛
か
り
を
あ
た
え
て
く
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

C

、
時
代
区
分
と
板
碑
造
立
の
状
況

水
沼
地
区
の
板
碑
総
数
三
十
五
基
の
う
ち
紀

年
銘
の
確
認
で
き
る
も
の
は
表

mに
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
二
十
二
基
で
あ
り
、
鎌
倉
期
、
南
北

朝
期
、
室
町
期
と
も
に
ほ
ぽ
同
数
で
、
こ
れ
か

ら
は
造
立
数
に
よ
る
時
代
的
な
特
徴
を
引
き
出

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
入
畑

お
よ
び
亀
山
の
板
碑
で

No29
、
NO30
、
NO
35
の

よ
う
に
板
碑
と
し
て
の
内
容
を
整
え
な
が
ら
無

年
号
の
も
の
が
造
立
さ
れ
て
い
た
り
、
束
光
山

安
楽
寺
跡
の
板
碑
に
、

No19
、
No22
、
No24
の
よ

う
に
下
部
が
欠
損
し
た
り
し
て
年
号
が
不
明
に

な
っ
て
い
る
も
の
に
、
種
子
の
彫
り
方
か
ら
鎌

倉
期
の
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
よ
り
深
い
考

察
を
加
え
れ
ば
、
二
陪
は
っ
き
り
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
分

明
な
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
る
水
沼
地
区
の

板
碑
群
で
は
あ
る
が
‘
若
干
の
考
察
を
し
て
み

た
い
と
思
う
。

①
時
代
区
分
と
板
碑
の
形
態

先
に
全
体
考
察
の
中
で
も
記
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
が
、
板
碑
の
形
態
は
初
発
期
の
板

碑
ほ
ど
大
型
で
、
時
代
が
下
が
る
に
し
た
が

っ
て
小
型
化
し
て
い
く
と
い
う
形
式
上
の

一

般
的
な
推
移
は
水
沼
地
区
で
も
同
様
の
よ
う

に
観
察
さ
れ
た
。
し
か
し
、小
多
田
地
区
の
水

沼
古
館
の
西
斜
而
に
造
立
さ
れ
て
、
原
位
骰

を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
貞
和
二
二
年
碑
、

お
よ
び
観
音
堂
前
面
に
あ
る
応
安
元
年
碑
は
、

と
も
に

2
2店
以
上
も
あ
る
大
型
の
板
碑
で
あ

り
、
も
し
、
紀
年
銘
が
不
明
で
あ
っ
た
と
し

た
な
ら
ば
、
鎌
｛
い
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て

も
不
思
猥
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
も

の
で
あ
る
。

②
時
代
区
分
に
よ
る
種
子
の
変
化
と
供
投
内

容
水
沼
地
区
に
お
け
る
種
子
の
表
わ
れ
方
を

時
代
区
分
と
組
み
合
わ
せ
て
み
る
と
表
②
の

よ
う
に
な
る
。
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表(2) 水沼地区の種子と時代区分

K ● ft 

キ -サー サー

アJー
パ二,ー度; 

カー パ-ペー カーカ ター 五パー アー了 不

リ阿 観 勢 地 釈 薬 不ン フー店 乱’阿力
ア ン

弥 1 マ 空 輪 大界 弥マ
l陀 音 土.,,. 

8 B 蔵 迦 師 勃 1 I 誠.. , 

8 
I陀 I

ク- ク-ク-ク- イ- ン ク-塔ン-ン-ン 明

鎌 介 2 J I I I l 7 

þÿSWS�*n I I I 2 I 5 

室 町 I 2 I I 1 I 7 

不 IりJ I I l I I 2 2 2 11 

計 4 I 3 2 2 I 3 I 2 2 3 I I I 3 30 

給
数
三
十
五
基
の
う
ち
、
種
子
を
確
認
で
き

る
も
の
が
三
十
基
で
あ
る
が
、
時
代
を
確
定
で

き
な
い
も
の
が
十
一
基
も
あ
り
、
残
り
の
十
九

基
も
、
鎌
む
期
七
期
、
南
北
朝
五
基
、
室
町
期

七
基
と
ほ
ぼ
均
等
に
分
散
し
て
お
り
、
各
時
代

を
通
し
て
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
強
い
て
特
徴
的
な
こ
と
を
あ
げ
る
と

す
れ
ば
、
室
町
期
に
は
阿
弥
陀
、
勢
至
菩
薩
、

胎
蔵
界
大
日
、
金
剛
界
大
日
、
釈
迦
、
虚
空
蔵

と
多
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
忌
日
と
主
腺
種
子
と
の
関
係
を
み
て

▲ No 1嘉元三年碑

み
る
と
、
室
町
期
の
三
基
は
五
七
日
忌
の
地
蔵
、

三
年
忌
の
阿
弥
陀
、
三
十
三
年
忌
の
虚
空
蔵
は

そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
、
三

十
三
年
忌
が
釈
迦
で
あ
っ
た
り
、
十
七
年
忌
の

主
椋
種
子
が
金
剛
界
大
日
（
パ
ー
ン
ク
）
で
あ
っ

た
り
し
て
統
一
性
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
。
さ
ら
に
は
鎌
倉
期
の
も
の
に
は
、
三
十

三
年
忌
が
金
剛
界
大
日
（
パ
ン
）
で
あ
っ
た
り
、

三
年
忌
が
釈
迦
（
パ
ク
）
で
あ
っ
た
り
し
て
い
る
。

大
瓜
、
高
木
地
区
に
お
い
て
は
、
忌
日
と
主
的
葎
i

子
と
の
関
係
は
、
ほ
ぽ
統
一
さ
れ
た
現
わ
れ
方

を
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
水
沼
地
区
に
お
い

て
は
、
忌
日
と
主
祢
種
子
の
合
致
す
る
も
の
が

あ
る
か
と
思
え
ば
、
同
時
代
に
お
い
て
も
忌
日

と
主
炸
種
子
が
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
な
ど
、

十
三
思
想
か
ら
十
三
仏
信
仰
に
い
た
る
変
化
の

過
程
を
さ
ぐ
る
た
め
の
手
掛
り
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

d
、
特
記
す
べ
き
板
碑

①
嘉
元
三
年
碑

(No
l
)

平
畑
地
区
に
あ
る
文
珠
院
不
動
拡
前
に
あ

る
。
文
珠
院
不
動
堂
は
現
存
し
、
鈴
木
暁
氏

の
も
と
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
珠
院

不
動
猫
は
「
風
土
記
肉
上
」
に
は
‘
深
山
大

権
現
宮
の
別
当
と
し
て
位
骰
づ
け
ら
れ
て
お

り、

こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
深

111大
権
現
宮

は
文
珠
院
不
動
堂
の
左
脇
を
登
っ
た
と
こ
ろ

に
現
存
す
る
。
「
風
土
記
柑
上
」
に
よ
る
深

山
大
権
現
宮
は
牡
廂
十
座
の

―
つ
で
あ
る
伊

去
波
夜
和
気
命
神
社
と
伝
え
ら
れ
て
ぉ
り
、

深
山
宮
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
風
土

記
柑
上
」
に
よ
る
深
山
大
権
現
宮
の
記
載
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
深
山
大
権
宮

家
歴
敷

文
珠
院

但
、
御
紳
qi御
長
二
寸
金
佛
、
緑
記
無

御
座
、
祭
礼
H
八
月
朔
8
、
古
棟
札
弐

！
 

枚
、
文
字
見
分
，．
在
之
、
凝
長
十
九
年

□
□
棟
札
‘
相
見
得
口
、
但
、
開
基
□

別
当
本
山
流
山
伏
宮
在

◀
№
3
貞
和
二
十
二
年
碑

月
柑
回
不
申
、
別
当
代
々
先
祉
委
相
知

不
申
、
古
□
所
持
‘
御
座
外
‘
相
知
甲

分
、
栄
深
法
印
な
岱
時
迄
十
一
代
御
座

外
と
あ
り
、栄
深
法
印
は
文
明
十
四
壬
寅
（
一

四
八
二
）
正
月
十
九
日
方
吸
と
し
て
い
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
こ
の
嘉
元
の
碑
は
ほ
ぼ

現
位
位
を
保
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
表
面
は
ほ
ぼ
平
ら
に
加
工
さ

れ
て
い
る
と
み
ら
れ
‘
匝
さ
も
15cm
と
比
較

的
原
＜
鋭
＾
い
期
の
板
碑
の
原
型
を
伝
え
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
つ
ま
た
種
子
も
ア
ン
（
将

野
菩
店
）

、
ウ
ン
（
馬
頭
観
音
）
と
あ
ま
り

み
ら
れ
な
い
組
合
せ
で
あ
り
、
そ
の
彫
り
方

は
通
常
の
薬
研
彫
り
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り

は
な
い
が
、
種
子
の
内
き
方
は
他
に
み
ら
れ

な
い
特
徴
が
あ
る
。

②
貞
和
二
二
年
碑

(No
3
)
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▲№4應安元年碑

水
沼
古
館
跡
登
り
口
（
中
沢
狙
信
氏
所
有
地
）

右
側
の
斜
面
に
、
原
位
骰
を
保
っ
て
い
る
と
推

定
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
造
立
さ
れ
て
い
る
。
南
北

朝
期
の
碑
で
あ
る
が
、

2
2い
30
t.、と
大
型
板
碑

に
屈
す
る
も
の
で
あ
り
、
南
北
朝
初
期
に
い

た
っ
て
も
、
錬
危
期
に
お
け
る
板
碑
作
成
の
傾

向
が
衰
え
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

水
沼
古
館
跡
に
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
中
世
武
士
団
の
板
碑
造
立
の
風
習
の
あ

り
方
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

種
子
は
キ
リ
ー
ク

（阿
弥
陀
）
、
褐
は
、

「
浄
土

教
古
徳
之
侶
」
で
あ
る
。

③
應
安
元
年
碑

(No
4
)

種
子
パ
ー
ン
ク
（金
剛
界
大
日
）
は
商
さ
2
切

12
バ，
の
中
に
悠
然
と
お
さ
ま
っ
て
お
り
、
前
記

貞
和
ニ―一
年
碑
の
二
十
年
後
に
造
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
鎌
倉
期

の
大
型
板
碑
の
系
諮
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
。
最
大
幅
は
七
〇
梵
‘
瞑
さ

一
〇
パ
ン

で
あ
り
、

全
体
と
し
て
簿
い
板
状
に
加
工
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

銘
文
に
は
右
塔
婆
意
趣
と
あ
り
、
こ
の
板
碑

が
證
公
律
師

l

-

―
十
五
日
の
供
茨
の
た
め
に
卒
塔

婆
と
し
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

造
立
者
が
證
公
律
師
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
も
注

目
に
値
す
る
。

こ
の
碑
は
元
禄
十
二
年
に
供
従
碑
と
し
て
改

造
し
て
お
り
、
現
在
、
小
多
田
の
観
音
堂
正
面

に
板
碑
の
而
を
南
面
さ
し
て
立
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
原
位
置

は
不
明
で
あ
る
。

④
弘
安
六
年
碑

(No9)

安
楽
寺
跡
の

一
群
の

一
基
で
あ
り
、
水
沼
地

長
九
尺

横
三
尺

þÿ%²No9弘安六年碑

4No11正和元年碑

区
に
お
け
る
最
古
の
碑
で
あ
る
。
こ
の
碑
は
「
風

土
記
瞥
上
」
佛
閣
の
部
に

一
阿
弥
陀
堂

但
御
口
謀
作
人
相
知
不
申
、
縁
起
無
御

座
、
此
所
者
束
光
山
安
楽
寺
と
申
寺
場

而
弘
安
前
後
石
塔
数
多
御
座
外
‘
右

―ー寺
楊
令
西
を
寺
内
、
東
を
寺
中
と
申
在

家
御
座
外

と
あ
る
弘
安
の
碑
で
あ
ろ
う
。

⑤
正
和
元
年
碑

(Noll)

水
沼
地
区
最
大
の
板
碑
で
あ
る
。
種
子
は

ア

（胎
蔵
界
大
日
）
。
彫
り
方
は
比
較
的
残

い
が
、
柑
き
方
に
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
お
り

そ
れ
が
薬
研
彫
の
手
法
と
う
ま
く
合
致
し
、

一
種
独
特
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。

こ
の
碑
は
「
風
土
記
柑
上
」
の
名
石
の
部

～

｝

 
'
、・

一
石
塔
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匝
六
寸

但
安
楽
寺
阿
弥
陀
堂
後
御
座
外
、
弁
脱

卜

殿
石
塔
申
仙
、
文
字
見
分
無
御
座
外

と
記
さ
れ
て
い
る
碑
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
「
風
土
記
柑
上
」
に

一
長
石

但
弁
脱
殿
傑
石
申
捕
外

一
腰
懸
石

但
弁
脱
殿
□

D
腰
懸
石
と
巾
側
杯

と
別
記
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
も
の
は
別
の
も

の
で
あ
ろ
う
。

⑥
貞
和
二
年
碑

(No14)

種
子
は
サ
（
観
音
）
、
ウ
ー
ン

（金
剛
菩
-
梵
）

と
思
わ
れ
る
が
、
上
部
に
三
弁
宝
珠
を
そ
な

え
て
い
る
数
少
な
い
例
で
あ
る
。
ま
た
、
「
結

衆
敬
白
」
の
文
字
が
示
す
よ
う
に
水
沼
地
区

唯
一
の
結
衆
板
碑
で
あ
る
。

こ
の
碑
に
つ
い
て
は
、
高
橋
克
弥
氏
が
、

「
石
巻
市
水
沼
所
在
の
古
碑
群
に
つ
い
て
」

．
．
．
 

の
論
稿
で
、

こ
の
碑
を
時
衆
碑
で
あ
る
と
さ

れ
‘
遊
行
回
国
の
時
衆
が
時
の
権
力
側
に
組

み
こ
ま
れ
、
軍
略
の
一
踏
を
負
わ
せ
ら
れ
て

い
た
た
め
、
南
朝
側
に
与
し
た
咲
族
の
所
在

地
に
は
時
衆
碑
が
あ
り
、
そ
こ
が
北
朝
側
と

の
接
点
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
説
が
立
証
さ

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
板
碑

が
時
衆
碑
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
一
考
を
要

す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

⑦
無
紀
年
の
板
碑
三
基

(No29NO30NO35)

板
碑
は
卒
塔
婆
で
あ
り
、
忌
日
供
淡
の
主

昨
を
最
上
部
に
刻
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

「
褐
」
を
種
子
の
下
に
配
し
、
中
央
に
供
投

し
た
年
月
日
（
忌
日
）
を
記
し
、
そ
の
両
側

に
卒
塔
婆
造
立
の
た
め
の
銘
文
を
記
し
て
あ

る
の
が
、
も
っ
と
も
整
っ
た
板
碑
の
形
式
で

あ
る
。
特
に
い
わ
ゆ
る
忌
日
を
欠
く
と
い
う

▲ No14貞和二年碑

こ
と
は
、
単
に
種
子
の
み
を
刻
し
て
卒
塔
婆

と
す
る
こ
と
を
の
ぞ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
種
子
の
み
で

卒
塔
婆
と
し
て
認
め
て
も
よ
い
も
の
が
各
地

に
多
数
散
在
す
る
。
石
咎
地
区
に
お
い
て
も

種
子
の
み
で
板
碑
と
し
て
扱
わ
れ
て
よ
い
も

の
が
、
室
町
期
以
降
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る

小
型
の
も
の
が
各
地
区
に
散
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
紺
介
す
る
No29NO30NO35

の
三
基
は
、
種
子
、

iM、
銘
文
が
刻
さ
れ
て

い
る
が
、
紀
年
銘
を
刻
す
る
の
に
十
分
な
余

裕
が
あ
り
な
が
ら
も
、
紀
年
銘
を
欠
く
と
い

う
他
に
類
例
の
な
い
板
碑
で
あ
る
。
高
さ
は

loocm
前
後
、
幅
は

40cm
前
後
、
匝
さ
は

Jocm

と
三
基
と
も
に
ほ
ぽ
同
じ
く
ら
い
の
も
の
で

あ
る
。
な
ぜ
、
板
碑
の
内
容
を
完
全
に
価
え

紀
年
銘
を
刻
す
る
だ
け
の
十
分
の
余
白
を
残

し
な
が
ら
紀
年
銘
だ
け
を
除
い
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
石
咎
市
内
の
調
査

で
も
見
当
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
し
、

他
の
地

域
の
調
査
報
告
で
も
み
ら
れ
な
い

こ
と
な
の

で
、
諸
家
に
解
明
の
糸
口
を
教
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

以
下
、
こ
れ
ら
三
基
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る

No29NO35
は
共
に
栄
厳
大
神
門
の
供
投
碑

で
あ
る
。
栄
厳
大
禅
門
な
る
人
物
は
他
に
史

科
で
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
い
ま
の
と

こ
ろ
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
No29
は
遠
方

忌
す
な
わ
ち
十
三
回
忌
の
供
梵
で
あ
り
、
本

地
佛
ア
ー
ン
ク
（
病
舒

．
胎
蔵
界
大
日
）
は

忌
日
と
本
地
佛
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、

KO35
は
拓
本
お
よ
ぴ
実
際
の
碑
か
ら
判
断
す

る
と
十

一
ヶ
年
忌
の
供
焚
碑
と
判
断
さ
れ
る

が
、
十
一
ヶ
年
の
忌
日
供
旋
と
は
こ
れ
も
類

◀
無
紀
年
板
碑
(
N
O
3
0
.
N
O
3
5

例
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
種
子
は
パ

ー
ン
ク
（
•
金
剛
界
大
日
）
で
あ
る
。
も
し

十
一
ヶ
年
が
十
三
ヶ
年
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
十
三
年
忌
の
本
地
佛
と
し
て
は
時
期
に

よ
っ
て
は
パ
ー
ン
ク
が
用
い
ら
れ
て
も
い
る

の
で
、

こ
の
碑
の
忌
日
と
本
地
佛
は
一
致
す

る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、

No29NO35
の

二
基
は
栄
厳
大
神
門
の
十
三
年
忌
の
供
投
の

た
め
に
、
金
剛
界
大
日
と
胎
蔵
界
大
日
を
用

い
て
セ
ッ
ト
で
卒
婆
塔
を
造
立
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
碑
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う

に
観
察
し
て
も
、
他
に
類
例
の
な
い
卒
婆
塔

造
立
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
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▲No32応永八年碑

NO30
の
碑
は
浄
空
上
座
大
祥
忌
の
供
従
碑

で
あ
る
。
大
祥
忌
の
忌
日
は
三
回
忌
で
あ
る

の
で
種
子
は
キ
リ
ー
ク
（
•
阿
弥
陀
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
種
子
サ
ク
（

勢
至
菩
薩
）
は
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

⑧
明
徳
三
年
・
応
永
八
年
碑
•
N
O
3
1
N
O
3
2

と
も
に
也
向
山
龍
泉
院
の
開
山
塔
近
く
の

硲
地
に
あ
る
も
の
で
龍
泉
院
と
の
か
か
わ
り

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
徳
三
年
碑
は
原
位
凶
を
保
っ
て
い
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
応
永
八
年
碑
は
つ
い

最
近
‘
硲
地
の
改
葬
に
よ
っ
て
移
動
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
教
育
委
只
会
に
は
辿

絡
さ
れ
る
こ
と
が
な
っ
た
の
で
、
地
下
遺
構

に
つ
い
て
の
手
掛
り
は
、
ま
っ
た
く
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
明
徳
三
年
碑
は
三
十
五
日
の

供
養
で
、
種
子
は
力
(
•
地
蔵
菩
薩
）
、

応
水
八
年
碑
は
三
回
忌
で
、
種
子
は
キ
リ
ー

⑤
真
言
不

思

議

出

典

II
般
若
｀
心
経
秘
鍵

出
典
II
法
蔀
経
将
喩
品

第
三

出
典
II
不
明

ク
（
•
阿
弥
陀
）
で
あ
り
、
両
者
と
も

に
忌
日
と
本
地
佛
は
合
致
し
て
い
る
。

e
、
侶
に
つ
い
て

水
沼
地
区
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
板
碑
の
侶

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
表
わ

れ
た
年
代
順
に
記
し
て
あ
る
と
と
も
に
、
忌
日
・

種
子
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
一
緒
に
記
し
て

あ
る
。①

十

方

三

世

仏

出

典
11
不
明

切
諸
菩
藷
•
こ
の
偈
は
、
古
来
、

八

方

昨

型

教

本

朝

浄

土

門

古

徳

皆

是

阿

弥

陀

の

釈

文

と

伝

え

る

。

（
貞
治
二
二
年
碑
•
N
O
3
・
種
子
＝
阿
弥
陀
）

②
十
方
佛
上
中

唯
有
一
来
法

無
二
亦
無
三

除
佛
方
便
説

（
至
徳
五
年
碑
•
N
o
1
6
•
種
子
＝
釈
迦
）

（
永
享
三
年
碑
・
N
o
1
8
・
種
子
＝
金
剛
界
大
日
）

③
□
口
正
智

大
虚
空
蔵

即
始
正
此

法
性
口
本

（
年
代
＝
不
明
•
N
o
1
9
・
種
子
＝
虚
空
蔵
）

④
今
此
三
界

皆
是
我
有

其
中
衆
生

悉
始
吾
子

寄
代
11
不
IvJ
.
NO30NO35

征
rII吟
潟
咋
令
叫
笑
lll

出
典
II
法
華
経
方
便

品
第
二

4

保
存
に
つ
い
て

観
誦
無
明
除

一
字
含
千
理

t
さ

即
身
證
法
如

（
年
代
＝
不
明
•
N
o
2
9
．
種
子
＝
胎
蔵
界
大
日
）

以
上
、
水
沼
地
区
の

ig
は
五
例
に
す
ぎ
な
い

が、

④
の
法
華
経
将
陥
品
第
三
を
出
典
と
す
る

侶
は
、

NO30NO35
の
年
代
不
明
の
二
基
に
刻
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
種
子
は
そ
れ
ぞ
れ
勢

至
菩
涯
と
金
剛
界
大
日
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組

合
せ
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

板
碑
作
成
上
の
問
題
点

板
碑
作
成
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
特
記
す

べ
き
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
次
の
点
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
明
確
に
推
論
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
碑
の
前
面
は
何
ら

の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
測
図
を
ご
ら
ん
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
納
得
し
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前

年
度
の
高
木
地
区
の
調
査
に
お
い
て
も
確
認
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

水
沼
地
区
の
板
碑
は
各
地
に
散
在
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
け
る
保
存
状
況
は

比
較
的
良
好
で
あ
る
。
特
に
水
沼
地
区
の
板
碑

造
立
の
中
心
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
束
光
山

安
楽
寺
跡
の
板
碑
は
教
育
委
員
会
の
配
慮
に

よ
っ
て

一
ヵ
所
に
整
理
さ
れ
、
説
明
板
も
設
骰

さ
れ
て
い
る
。
あ
え
て
水
沼
地
区
に
お
け
る
板

碑
保
存
の
問
題
点
を
指
適
す
る
な
ら
ば
、
中
の

畑
の
観
音
堂
前
に
放

iliさ
れ
て
い
る
無
年
号
の

3
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辱
弓
た
・
万
て
翌
＋
＇
党
ぷ
心
瓦苑

‘
4

正
杢
ご
年
脊
＋
、
日改

臼

0
を
呈
注
翠
｀
笠
等
鵞
乏

No. 2 

高さ： 150cm 
厚さ ：10cm 

＿／ 

0
0
1
戻
唄
I^
でさべ
o

、オ
3

&
a
 

方
°
た
す

a
f̂文
で
名
・5
r
r
,

£俎
2
デ
生
年
袋
又
d

尋

-／ 

幅： 52cm 

箪
膚

．
．
 

-

』

.

＂

”
 

r
ー
'.

-i
/
 

／
 77 

No. 1 

No29NO30
の
二
基
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
基
は
本

文
中
で
も
考
察
し
て
い
る
よ
う
に
、
種
子
、
侶
、

銘
文
を
備
え
て
お
り
、
板
碑
と
し
て
の
内
容
が

完
全
に
整
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
代

だ
け
が
刻
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
他
に
類
例
の

な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
基
は
簡
単
に
移
動

で
き
る
よ
う
な
状
態
で
放
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、

早
急
に
原
位
骰
に
固
定
化
す
る
な
ど
の
処
骰
を

講
じ
今
後
の
研
究
者
の
た
め
に
も
‘
紛
失
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慇
も
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

鳳書尋
予
八
宕
羞
正
口

嘉
｀
を

lk.E四

R

ふ
一
炉
生
抄
＇
碑

F

巳

高さ： 120cm 
厚さ： 15cm 

＿／ 

小
多
田
地
区

（以
下
材
質
は
全
て
粘
板
岩

．
 

ヽ

，

＂ 

-

．

-

幅： 40cm 

No. 4 No. 3 

No.5 

哀
込
走
屯
す
ふ
ゑ
き
”
介
―-―千4
0

+
J
 

沢
9
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．
 ―― 

十
ォ
も
lL
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翌
翠
五

芍是忽

翡苓度ネ
d
 

右
足
趨
す

A
＿

一

0

0

 

叙

n

§
空
一
年
ハ
貧
＄
8

g
ぷ
:og
o
立
を
-
*
ぱ
p

．． 
ン

泊

＿”
 

高さ： 85cm 
厚さ： 10cm 

幅： 17cm 高さ： 212cm 
厚さ： 10cm 

幅： 70cm 高さ： 230cm 
原さ： 19cm 

幅： 63cm 



石巻市文化財だより ⑱ 

No. 7 

No.8 

ヽ
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“

ょ

..
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高さ： 127cm 幅： 33cm 
厚さ： 9 cm 

n

|

L

 

/

哨

i
巨

(
n

ん
怠

岱
k
-

ー

|

J

高さ ：135cm 幅： 29cm 
厚さ： 12cm 

▼ 安楽寺跡の板碑

No. 6 

g

4
文
9
1
4
.
～：
E

存
含

｛ヽ
手
・ヘ手
§°

交
慕
烹
苓

9

魯

.

＂

ぃ

-

ー-

―

― ¥ Y II [ 

高さ： 90cm 幅： 23cm 
原さ： 8 cm 

水
沼
館
下

（安
楽
寺
跡

，
 

Q
 z

 

.

.
 
“
 

-
．
,
．
-

高さ： 156cm 幅： 53cm 
厚さ： 15cm 
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令
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＇
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玉
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、9
ヤ

h

一
月

t
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、叉

B

年

固敬

午
等
刹
藍

No.10 

↓

●

-
1
--＇ 

高さ： 93cm 
原さ： 11cm 

幅： 39cm 忘さ： 275cm 
厚さ ：17cm 

幅： 95cm 高さ： 56cm 
厚さ ：6 cm 

幅： 43cm 

No.15 No.14 
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“
 

.. 

り
リ 虞:
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A
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含

j
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月
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主
怜
巾
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斗
ミ
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口

¢
,
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高さ： 112cm 
厚さ： 20cm 

幅： 47cm 高さ： 203cm 
厚さ： 18cm 

幅： 42cm 高さ： 80cm 
厚さ： 8 cm 

幅 ：26cm 
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No.18 
No.16 

No.17 

峯ゞ

．
．
 
、
ヽヽ

l

-

―
 

／
 

阻
月
日
こ

1

-

才

涛
｀
閤
午
面
さ
閤

汲
Q

希
粂
It
ぷ
年
が
菜
文

高さ ：112cm 
厚さ： 17cm 

幅： 30cm 高さ .:45cm 
厚さ： 3.5cm 

No.21 

．． 
．

．． 

是
辻

I

午
苓
召
口
下

幅： 36cm 

No.20 

，
 

，
 

.

.

.
 

』

高さ： 110cm 
厚さ： 21cm 

幅： 42cm 

0
口

正

智

k
虚
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ご
吠

er是
互

包

辻

性

口

本

No.19 

ー

＿

＿

＿

、

“

”

―

―

_-1-'
-

商さ:72cm 
厚さ ：10cm 

幅： 33cm 高さ： 57cm 
厚さ： 4 cm 

幅： 18cm 高さ： 45cm 
厚さ： 9 cm 

幅： 37cm 
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No.22 

No.23 

No.24 

m
m
 

c
c
 

2
4
5
 

さ
さ

高
厚

幅： 18cm 

No.27 

乃
ヱ
忍
孟
奔
年
．
苓
利
益
故
叉

高さ： 118cm 幅： 53cm 
厚さ： 7 cm 

＇ 

-
．
-
.
.
 

-‘
 

高さ： 55cm 
厚さ： 6 cm 

高さ： 80cm 
厚さ： 10cm 

幅 ：46cm 

館
下
（
田
の
中
に
あ
り

No.26 

．
．
 

・

↓

．
 

_

＿

-

』

,;,)ノ9

志さ： 68cm 
厚さ： 6 cm 

-

幅： 32cm 

No.25 

幅： 42cm 高さ： 106cm 幅： 37cm 
厚さ： 9 cm 
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▼ 館下の田の中にある板碑

No.28 

高さ： 94cm 
厚さ： 14cm 

幅： 28cm 

No.31 

i
ふ
召
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玲
す
立
5

令
令

l

下

f
俎
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寺
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（
竜
泉
院
墓
地
）

迫
手
た
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入
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l
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T
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今
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ヽ
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#
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C
4
6
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寺
内
（
観
音
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前
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．
 

,

J
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-

』
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＇-

高さ ：150cm 
厚さ： 9.6cm 

幅： 63cm 高さ： 80cm 
厚さ： 10cm 

幅： 37cm 高さ ：90cm 
厚さ： 8 cm 

幅： 38cm 
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亀

山

No.32 
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高さ： 65cm 
厚さ： 9 cm 

幅： 25cm 高さ： 38cm 
厚さ： 8 cm 

▼水沼窯跡（板碑との関連が注目される）

幅： 25cm 高さ： 215cm 
原さ： 16cm 

幅： 75cm 

No.35 

令
瓜
視
足
月
す
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古
た
す
を
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含
度
克
乳
J

志さ ：100cm 
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A
昭
和
56
年
度
設
年
Lbl>

r
新
田
町
』
11
千
石
町

（石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
前
）

r
渡
波
本
町
』
1
1
渡
波
町
三
（
内
海
笑
方
前
）

r
湊
本
町
』
11
湊
町

一
（
浴
幼
稚
園
前
）

,'家目
U-

町

由

緒

あ

る

町

名

を

後

母

に

…

現
在
、
日
本
各
地
で
住
居
表
示
の
変
更
が
進
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
の
ご

め
ら
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
の
町
名
は
次
第
に
そ
協
力
を
お
賄
い
い
た
し
ま
す
。

の
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
合
理
的

な
住
居
表
示
を

．．． 
」
と
い
う
目
的
で
昭
和

三
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た
「
住
居
表
示
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
住

居
表
示
の
変
更
が
進
め
ら
れ
て
き
た
た
め
で
す
。

石
巻
市
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
十
年
か
ら
新
し

い
住
居
表
示
を
実
施
し
、
「
横
町
」
「
袋
谷
地
」

な
ど
、
多
く
の
町
名
が
変
更
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
町
名
は
、
「
近
」
や
「
通
り
」

に
面
し
た
一
連
の
家
々
を
―
つ
の
「
町
」
と
し

て
と
ら
え
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
新
し
い
住

居
表
示
で
は
、
従
来
あ
ま
り
交
流
の
少
な
か
っ

た
、
北
日
中
あ
わ
せ
の

「
区
画
（
プ
ロ
ッ
ク
）
」

を
単
位
と
し
た
「
街
区
方
式
」
と
い
わ
れ
る
方

法
で
す
。

由
緒
あ
る
「
町
名
」
は
、
そ
れ
自
体
が
歴
史

的
に
も
、
民
俗
学
的
に
も
、

わ
た
し
た
ち
の

”ま

ち
”
の
姿
を
知
り
得
る
伐
重
な
文
化
遺
産
で
あ

り
、
文
化
財
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
化
財
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
達
の
大
切
な
役

割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
か
ら
石
巻
市
教
脊
委
貝
会
で
は
、

失
わ
れ
て
ゆ
く
町
名
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
「
旧
町
名
表
示
石
柱
設

骰
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
も
2
ケ

所
に
設
骰
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地

権
者
の
方
々
の
ご
好
意
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
実

A
昭
和
57
年
度
設
醤
＞

r
横
町
』
11
千
石
町

（河
北
新
報
社
前
）

r
中
町
』
11
中
央
二
（
丸
光
石
巻
店
前
）

r
九
軒
町
』
11
門
脇
町
二
（
消
防
第
三
分
団

前）

A
昭
和
58
年
度
設
醤

V

r
立
町
』
11
立
町

一

（
振
邸
相
互
銀
行
前
）

『而
剣
田
』
11
沿
水
町

一

（
ニ
イ
ヌ
マ
ピ
ル

前
）

（八
ツ
沢
緑
地
公
園

内）

r
八
ツ
沢
』
11
泉
町

A
昭
和
60
年
度
設
四

V

r
後
町
』
11
門
脇
町
二
（
西
光
寺
前）

『袋
谷
地
』
11
水
明
南
二

（
長
林
寺
前
）

A
昭
和
61
年
度
設
四
＞

r
本
町
』
11
中
央
一

（旧
石
巻
郵
便
局
前
）

r
坂
下
町
』
11
中
央

一（
・
水
巌
寺
参
道
入
口
）

湊
字
御
所
入
（御
所
入
公
園
内
）

延
元
三
年

（
二
ニ
三
八
）
九
月
、
義
良
親
王

（
の
ち
の
後
村
上
天
塁
）
と
北
岳
親
房
ら

一
行

は
伊
勢

（三
重
県
）
か
ら
奥
州
牡
鹿
湊
（
石
巻

市
湊
）
へ
の
船
旅
の
途
中
、

り努
風
に
迅
っ
て
親

王
は
伊
勢
へ
戻
り
、
親

i

い
は
甜
睦

（茨
城
県
）

に
上
怪
し
た
。
事
前
に
連
絡
を
受
け
た
石
巻
城

主
葛
西
清
貞
は
親
王
の
仮
紙
に
備
え
て
施
設
を

造
営
。
そ
れ
に
ち
な
む
地
名
が
「
御
所
入
」
「
御

所
衷
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
御
所
に
つ
い
て

は
、
科
西
氏
代
々
の
居
館
の
呼
称
と
す
る
説
、

設
良
親
王
の
流
寓
先
と
す
る
湊
地
区
の
伝
承
も

間
か
れ
る
。

御

所

入

双
葉
町

（双
菜
町
公
園
内
）

下
野
（
栃
木
県
）
の
郷
士
井
上
吉
兵
衛
は
江

戸
後
期
に
石
巻
へ
移
住
。
廻
船
業
で
産
を
な
し
、

嘉
永
五
年

(

i

八
五
二）

朝
鮮
人
参
の
栽
培
に

成
功
。
全
収
穫
を
献
納
し
続
け
て
藩
財
政
に
寄

与
し
た
。
安
政
元
年
（

一
八
五
四
）
以
降
は
、

日
和
山
、
牧
山
ほ
か
各
所
に
松
、
杉
、
棺
、
漆

な
ど
約
十
六
万
本
を
植
え
て
献
納
。
文
久
二
年

（
一
八
六
二）

人
工
接
木
に
よ
る
長
十
郎
梨
を

開
発
、
普
及
さ
せ
る
な
ど
の
功
紐
を
残
し
た
。

「
本
窄
園

（本
虹
は
薬
用
動
植
鉱
物
の
総
称
）
」

は
、
彼
が
朝
鮮
人
参
を
栽
培
し
た
畑
を
さ
す
地

名
で
あ
る
。

本

草

園

A
昭
和
62
年
度
設
図
＞
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◀
水
沼
古
館
跡

石
巻
市
内
に
は
沢
山
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
，

と
こ
ろ
が
、
そ
の
多
く
は
普
通
の
畑
だ
っ
た
り

民
家
で
あ
っ
た
り
、
と
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
石
巻
市
教
脊
委
貝
会
で
は
、
こ
の

よ
う
な
逍
跡
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
の
主
な

場
所
を
選
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
、
侮
年
文
化
財
標
柱
を
設
誼
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
次
の
五
本
（
建
て
替
え
を

含
む
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

何
か
の
折
に
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
ま
し
た
な

ら
、
立
ち
止
ま
っ
て
見
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、

文
化
財
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
そ

の
保
護

・
保
存
の
た
め
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す

よ
う
に
お
廂
い
い
た
し
ま
す
。

椋
高
百
八
〇いい
の
山
頂
に
築
か
れ
た
中

llt

の
城
館
°
規
校
は
小
さ
い
が
、
ギ
場
、
空
堀
‘

土
品
が
形
よ
く
配
骰
さ
れ
た
山
城
の
典
型
的

な
例
で
あ
る
。
殆
ん
ど
昔
の
ま
ま
保
存
さ
れ

て
い
る
数
少
な
い
館
跡
の
―
つ
で
あ
る
。
館

主
は
不
明
だ
が
、
安
倍
貞
任
の
居
館
で
あ
っ

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

▼
設
堕
場
所
1
1
沢
田
字
平
形
日
影
山

水
沼
古
館
跡

頂
部
に
は
本
丸
と
思
わ
れ
る
平
楊
と
、
そ

の
下
に
二
の
丸
、
段
築
が
築
か
れ
て
お
り
、

名
，

空
堀
跡
と
思
わ
れ

る
堀
切
が
あ
る
。

・』・[-ぷ
3
]

館
主
は
不
明
で
あ

-`
＇’ー
5

一

る

が

、
地
元
の
咲

J

{

―
 

．
．
 

．；’
-

族
水
沼
上
野
が
築

い
た
も
の
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

▼
設
歴
場
所
II

水
沼
字
日
影

平

形

館

跡

A
昭
和
62
年
度
設
四
＞

文
化
財
標
柱
を
設
置
し
ま
し
た
／
．

II

文
化
財
っ

て

ど

こ

に

あ

る

の

？
Ii

ー"-璽茎温翡戸繭

大
和
田
館
跡

館
王
不
明
。
古
文
苦
等
に
は
い
っ
さ
い
記

録
の
な
い
館
跡
で
あ
る
。
し
か
し
、
頂
部
に

は
不
明
瞭
な
が
ら
二
段
に
整
地
さ
れ
た
平
楊

と
、
北
•
東
側
の
杉
林
中
に
は
数
段
の
段
築

が
築
か
れ
て
い
る
。

▼
設
団
場
所
1
1
根
岸
字
坂
上
山

「
甜
わ
け
む
秋
の
朝
気
は
辿
か
ら
で

都
は
幾
日
ま
の
の
罪
原
」

と
い
う
藤
原
定
家
の
歌
で
知
ら
れ
る
よ
う
に

古
米
よ
り
歌
枕
と
し
て
名
邸
い
‘
こ
の
片
菜

の
砥

（
ア
シ
）
は
、
京
の
都
を
思
い
そ
の
方

向
に
ば
か
り
葉
を
つ
け
る
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

▼
設
證
場
所
II
真
野
字
萱
原
（
長
谷
寺
前
）

真
野
萱
原
伝
説
地

▼ 平 形 館 跡

規
佼
は
小
さ
い
が
、
よ
く
ま
と
ま
っ
た
単

祁
式
の
中
世
城
跡
c

頂
部
の
本
丸
と
そ
れ
を

と
り
ま
く
腰
郭
、
館
の
南
端
を
画
す
る
土
嬰

と
空
堀
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
館
主
は
葛
西

家
臣
大
瓜
玄
蕃
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
確

iiEは
な
い

C

▼
設
四
場
所
II
南
境
字
館
下

南

境

館

跡
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